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First-Year Seminar in Nagasaki University 
- Summary for Role and Evaluation of the Seminar as First-Year Education - 
 
Masakatsu TAKAHASHI 




 In Nagasaki University a First-Year Seminar was established as a required course for all 
students from 2002 to 2010.  The seminar, part of a new paradigm for undergraduate 
education at the university, possesses the following characteristics: Every class consists of 
small size of around 10 first-year students with a mix of different majors. The research 
theme of the class is not given by the teacher but proposed by the class students themselves. 
In this study, the author summarizes the results from survey on the educational effects of 
first-year seminar in relation to a new paradigm, and reports the evaluation analysis of 
attainment of program aim by students. The findings of the study, demonstrated by the 
yearly improvement of evaluation over the time-frame of the study, suggest that new 
paradigm in the seminar offers potential advantages for further studies and learning in 
major when promoted to upper class. The seminar reached new aspect in 2011. 
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長崎大学では，平成 14 年度より平成 22 年度ま
での 9 年間，初年次前期の必修科目（共通基礎科
目）として少人数セミナー（教養セミナー）が開








 長崎大学の全学教育は，第 1 年次では週 5 日の
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図 1 長崎大学教養セミナーの特色 
長崎大学教養セミナー 
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は，調査期間を平成 14 年 12 月〜平成 18 年 10 月
であり，その後については調査していない。成績
評価については，本学をはじめ AA,A,B,C,D など
の 4〜5 段階評価が殆どと思われるが，熊本大は 4
段階評価から平成 17 年度以降，合否のみの 2 段階
評価で行っている。 
 
表 2 各大学における初年次少人数セミナーの特色 




















ていない。（調査期間：平成 14 年 12 月〜平成 18 年 10 月） 
図 2 教養セミナーの開講曜日校時と対象学部
（平成 14-15 年度） 
図 3 教養セミナーの開講曜日校時と対象学部
（平成 16 年度以降） 
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ーガイドブックより） 図 4 長崎大学教養セミナーの科目目標および到達目標
長崎大学教養セミナー 






































表 3 到達目標に対する評価項目 －学生用− 
対応到達目標 番号 評価項目 
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表 4 到達目標に対する評価項目 –教員用- 
対応到達目標 番号 評価項目 


















データ 16. 「学部混成型」は今後も続けるべきだと思った。 















平成 14 年・15 年度：平成 14 年および平成 15 年
度（1458 名および 843 名より回収）に「学生によ
る授業評価（14 年度はアンケート調査）」を行い，
結果分析を行った（表 5：平成 14 年度，表 6：平
成 15 年度，図 6：両年度）。また，担当教員への
アンケート調査も実施し，分析を行った（平成 14
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平成 16 年〜18 年度：平成 16 年度以降，回答にお
ける評価段階を従前の 4 段階から 5 段階へと変更
した（「どちらともいえない」の項目を追加）が，













































































































































度数分布 A：強くそう思う B：そう思う C：そう思わない D：全くそう思わない (学生数＝1458) 肯定的回答率=（A＋B） 
 
表 6 平成 15 年度教養セミナー（学生用）アンケート結果 
度数分布  肯定的

































































































































度数分布 A：強くそう思う B：そう思う C：そう思わない D：全くそう思わない (学生数＝843) 肯定的回答率=（A＋B） 
長崎大学 大学教育機能開発センター紀要 第 4号 
―  ― 46
















































































―  ― 47
習得に関する項目（学生用項目 1～7）では，いず
れも 75％以上と良好であった（否定的評価は 7%






























分かった。なお，図 7 に平成 16 年度の結果を例示
した。 











図 7 教員アンケート結果と学生授業評価結果の比較（平成 16 年度） 
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平成 19 年度〜22 年度にかけては，評価の割合
にとりわけ大きな変容はないが，概ねすべての項
目において経年的な肯定的評価の漸増がみられる。 
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わけ，設問 1-7，12，14-16 については肯定的評価



































表 8 平成 18 年度教養セミナー(学生用)授業評価結果 
度数分布  肯定的



























































































































































度数分布 A：そう思う B：どちらかといえばそう思う C：どちらともいえない D：どちらかといえばそう思わない E：そう思わない 
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表 9 平成 20 年度教養セミナー(学生用)授業評価結果 
度数分布  肯定的



























































































































































度数分布 A：そう思う B：どちらかといえばそう思う C：どちらともいえない D：どちらかといえばそう思わない E：そう思わない 
 (学生数＝1435)   肯定的回答率=（A＋B） 
 
 
表 10 平成 22 年度教養セミナー(学生用)授業評価結果 
度数分布  肯定的



























































































































































度数分布 A：そう思う B：どちらかといえばそう思う C：どちらともいえない D：どちらかといえばそう思わない E：そう思わない 
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教員 学生 差 教員 学生 差
18年度 84.2 69.9 14.3 75.2 63.3 11.9
19年度 85.3 76.4 8.9 75.2 69.2 6.0
20年度 86.5 78.0 8.5 80.8 67.9 12.9
21年度 88.1 80.4 7.7 79.6 69.4 10.2
18年度 89.1 81.3 7.8 85.1 75.8 9.3
19年度 89.0 83.7 5.3 83.5 78.6 4.9
20年度 91.3 86.0 5.3 85.6 81.3 4.3
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図 10 平成 20 年度教養セミナー 
   学生による授業評価結果 
図 11 平成 22 年度教養セミナー 
   学生による授業評価結果 
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18. 2,3 及び 4 年次学生に対する教養セミナーアン
ケート調査 
すでに述べてきた「学生による授業評価」は通
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調査実施時期 平成 17 年 12 月 
調査数  
各学年につき 400 名（全部で 1200枚）とし，各学部の
学生数を基準に按分した（各学年の総数はおおよそ







水産学部 66枚，工学部 337枚，環境科学部 100枚） 
 

























表 12 教養セミナー履修済み学生へのアンケート調査 
度数分布  肯定的
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平成 16 年 89.7％，平成 17 年 73.5％，  
平成 18 年 86.4％，平成 19 年 85.0％，  
平成 20 年 76.1％，平成 21 年 87.1％， 
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した FDワークショップを 2回開催した（平成 15
年 9 月，平成 18 年 12 月。その他，平成 16 年 12
月の第 16 回 FD において一部議論した）。特に，





































とを評価項目として具体的に明記した（平成 17 年度〜）。 
 
















第 16 回長崎大学 FD から
（16 年 12 月 11 日）



























































の実施（平成 14 年度〜） 
2) 活動の充実をはかるためのクラス担当方式の整備 




4) ガイドブックへの学生感想文の掲載（平成 18 年度〜） 
5) 優秀レポート集の発刊（平成 14 年度），事例集の発刊
（平成 15 年度〜） 
6)  7 学部混成クラスの構成（平成 16 年度〜） 
7) 担当教員別シラバス作成（平成 16 年度〜） 
8) 学部在籍学生への教養セミナー受講効果アンケート
調査の実施（平成 17 年度） 
9) 合同発表会の実施（平成 18 年度〜） 
 
ファカルティーデベロップメント 
1) 教養セミナーに特化した FD の継続推進による教育改
善（平成 14 年度〜） 






施）（平成 16 年度〜）  
2) 学生懇談会の開催（学部 3 年次生：教養セミナー授業
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